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発行にあたり

  校 長  中 島  寛

 令和４年度佐世保工業高等専門学校の地域共同テクノセンター技術シーズ集の発行にあたり一言ご挨拶

申し上げます。 

 佐世保高専は、１９６２年に国立高等専門学校の第1期校として九州で初めて創立され、現在まで８０７８

名の本科卒業生と５３９名の専攻科修了生を世に送り出して来ました。そして、それら卒業生は、我が国の産

業技術を牽引し、日本国内はもちろんのこと国際的にも広く活躍しております。 

 これまで、本校はこのような人材育成の一方で、長崎県県北唯一の理工系高等教育機関として、地域共同テ

クノセンターや本校に事務局を置く産学官民連携組織の西九州テクノコンソーシアム（略称ＮＴＣ）を介して、

多くの技術相談、共同研究、各種セミナーや講習会など多様な事業を展開して参りました。このような活動を

通して地域産業の発展に貢献することは本校の大切な使命であると同時に、そのような産学官民の連携は、本

校の教職員はもとより学生にも大きな刺激となり、今後の更なる高専教育の充実に不可欠のものと考えます。

「教育」と「研究」は常に表裏一体の関係にあり、両者は強い相乗効果を引き起こします。その連携は、単に

学側の基礎的知見を産業に生かしていただくというだけでなく、産側の実践的知見や市場意識が学生の教育

に大きな効果をもたらします。そして、そのような地域連携を通して学生自身がそれまで知らなかった地域の

優秀な企業やその技術に大きな興味を抱くようになります。すなわち、産学がお互い知り合い、意思疎通を行

っていくことは地域の発展に不可欠なものに思われます。 

 本校では、機械工学、電気電子工学、電子制御工学(情報工学)、物質工学（化学生物工学）に加え、数学

や社会科学など多彩な専門家がそれぞれの分野で優れた研究活動を展開しています。また、情報セキュリテ

ィー人材育成事業、産業数理人材育成などに力を入れ、２０１９年にはEDGE (Enhancing Development of 

Global Entrepreneur) キャリアセンターを開設し、教育研究活動の強化を図っております。さらに、２０２２

年度からはDX人材育成、半導体人材育成、水素社会の普及推進のための取り組み等、に注力しています。 

 今回刊行いたしました「地域共同テクノセンター報・技術シーズ集（２０２２年版）」を通じて、佐世保

高専の研究活動や人材育成に広く関心をお持ちいただければこの上ありません。そしてまた、本校の教育・

研究に更なるご支援を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。
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１ 地域共同テクノセンター概要 

長岡彩花ステファニー
取り消し線

長岡彩花ステファニー
取り消し線



概  要

 本センターは、学生に対する技術者教育を行うと共に、民間企業を含む佐世保工業高等専門学

校と他の組織の間の共同研究を支援し促進するために平成２４年４月１日に設置された（「総合

技術教育研究センター」を改組）。組織は５つの部門（海洋・エネルギー部門、環境・生物部門、

ＩＴ部門、加工計測システム部門、生涯学習部門）から構成されている。部門横断的な「融合研

究」により技術シーズの蓄積を図るとともに、実践的で創造性に優れた「もの創り」技術者の育

成を支援している。また、当該地域の産学官民連携組織である「西九州テクノコンソーシアム」

と一体になって、地域の「技術振興」と「人材育成」を図るための活動を積極的に推進している。
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２ センター関係者挨拶 



地域に必要とされるセンターを目指して 

地域共同テクノセンター長 

坂口 彰浩 

地域の技術振興や人材育成に貢献できる地域共同テクノセンターを目指し、「海洋・エネルギー部

門」「環境・生物部門」「IT 部門」「加工計測システム部門」および「生涯学習部門」の５部門を設

け、各部門の特色を活かした研究を通し、地域企業の「よろず相談所」として技術相談や共同研究

の推進を行っています。「こんなモノができたら・・・」「ここがうまく解決できれば・・・」「計測

機器は高額で・・・」など課題を抱えている企業の皆様からのご相談をお待ちしています。また、

人材育成を目的とした技術セミナーや技術研修会などのご相談もお待ちしています。 

地域共同テクノセンター副センター長兼海洋・エネルギー部門長 

柳生 義人 

海洋・エネルギー部門では、水中ロボットや再生可能エネルギーの活用、プラズマやレーザーの応

用に関する研究などを通じて、佐世保高専の教職員が有する知識や経験を、地域の皆様に広く還元す

べく、技術相談や共同研究を行っています。また、地域の皆様の抱える課題を学生の自由な発想を交

えて解決していく連携教育にも力をいれています。ホームページより技術相談を受け付けておりま

すので、お気軽にお申し込みください。県北の高等教育機関として、地域の科学技術・工業技術のお

役に立てるよう積極的に活動して参ります。 

地域共同テクノセンター副センター長兼環境・生物部門長 

田中 泰彦 

高専のものづくり技術を駆使して、先端科学を社会実装することで地域社会の発展に寄与するた

めに、地元企業との技術相談・共同研究、講師を招いての技術セミナー・講習会、高専の技術知識を

発信する公開講座、近隣の小中学校への出前授業、学生向け地元企業説明会など、様々な活動を行っ

ています。当センターでは、地域の方々と佐世保高専との接点となるようなイベントを随時開催して

いますので、是非、興味ある内容のものに参加して下さい。そして，皆さまと共に地域社会の技術振

興と、将来社会を担う技術者の教育を行っていきたいと思います。
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多様化する社会への対応策 

産学官連携コーディネーター 

長嶋 豊  

数年前までは右肩上がりの経済成長が推移していた世の中であったが、令和 2 年 3 月新型コロ

ナウィルスのパンデミックに重く沈んでしまった。こうした中にあっても技術トレンドは留まる

ことなく進化し続けている。半導体デバイス、宇宙、AI、ロボット、メタバース等が代表的な内

容である。今年、2 月台湾から半導体ファウンドリーTSMC が熊本県菊陽町に進出し、ソニーセミ

コンダクターソリューションズ㈱と㈱デンソーが参画して JASM㈱（Japan Advanced

Semiconductor Manufacturing）が設立された。本校電気工学科 19 期卒の堀田祐一氏が代表取締

役となり、日本の半導体産業の再生を担う第一歩となると期待されている。これを受けて、佐世

保高専と熊本高専には「半導体工学概論」が開設され、全学科から希望する学生には、支援企業

や支援大学での実践的な実習を含む技術者教育が開始された。一方、世界に目を転じると、ロシ

アによるウクライナ侵攻の影響が大きな影を落としている。エネルギー不足、円安、物価急上昇、

世界的な社会不安が我々の生活に大きくのしかかっている。 

 こうした中で、モノづくり現場で注目されているのが、「経営デザインシート」の活用である。

長崎県 DX セミナーでは地元企業の活用事例の発表があり、経営改善に大きな役割を果たしている

ことが報告された。一方、失敗事例もあるようで、知財総合窓口等の専門家の技術支援を積極的

に受けることが新事業展開への有効な手段となることが実感できた。  

 以上のように目まぐるしく多様化する中にあって、スキルアップできるツールを獲得し、変化

し続ける社会へしなやかに対応できることが求められている。 
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３ 実績紹介 



 

 

 

令和３年度 事業報告について 

 
◯第 1回拡大企画委員会 令和 3年 5月 18 日（火）10:00～11:00 佐世保高専 大会議室 

     企画委員・各ＷＧ委員 15 名  

１．令和２年度事業報告、２．令和２年度決算報告、３．令和３年度事業計画（案）、 ４．令

和３年度予算（案）について審議され、理事会へ提出することが了承された。 

◯第 2回企画委員会 令和 3年 7月 1日（木） メール会議 

共同研究補助事業基礎研究助成金評価表提出依頼 7 月 15 日（木）締切 

◯理事会 令和 3年 6月 16 日（水）13:30～14:30  佐世保高専 大会議室 

理事・監事出席者 ８名、 

１．令和２年度事業報告、２．令和２年度決算報告、３．令和３年度事業計画（案）、 ４．令

和３年度予算（案）について審議され、各審議事項を総会（書面総会）へ提出することが了承さ

れた。 

◯総会（書面総会） 令和 3年 6月 30 日（水） 会員への送付  

１．令和２年度事業報告、２．令和２年度決算報告、３．令和３年度事業計画（案）、   

４．令和３年度予算（案）について、 

委任状(回答者：法人会員 49、個人会員 5、特別会員 11)により決議（7月 30 日（金）締切） 

       第 1 回拡大企画委員会（5/18）        理事会（6/16）             
 
 
 
 
 

 
 

Ⅰ．技術振興事業について 

（１）技術相談会の実施について 

 ①関係支援機関との連携による企業訪問実施体制の検討  

  会長の会員企業訪問の計画…今年度無し 

 

 ②定例的な技術相談日(毎月１回程度)の設置の継続   

  ○第４水曜日 10:00～16:00 

4 月 28 日、6月 23 日、7月 21 日、8月 25 日、9月 22 日まではオンラインのみ開催、  

   10 月 27 日、12 月 22 日、1月 26 日、2月 24 日（木）、3月 23 日 

技術相談件数：7件 定例技術相談会（10/27㈱ナカムラ消防化学） 

 

 

 

 

佐世保高専技術相談 24 件 

 

 ③共同研究補助事業 

・共同研究補助事業基礎研究助成金 

・募集期間：6月１日（火）～6月 30 日（水）（5月 26 日募集依頼） 

・申請件数：3件 （6月 30 日（水）佐世保高専による選考・推薦） 

・助成金決定： 3 件（各 10 万円）（企画委員評価により決定 7月 20 日（火）） 

・研究助成寄付金申請書提出 →受入決定 7月 27 日（火）、7月 30 日（金）振込 

・基礎研究助成金報告（5月 9日）  
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（２）技術研究会（交流会）の実施について 

①工業団地等との技術研究交流会について 

 学・官が会員企業の事業概要を周知するために開催・・コロナウイルス関連で実施なし。 

開催地の検討｛市内工業団地、商工団体等、未実施地域（波佐見/川棚地区、平戸地区）｝ 

 

②技術シーズ発表会（講演会等との共催） 

関係機関等の技術シーズのパネル展示等は講演会がオンライン開催のための開催なし。 

 

   ③佐世保高専ラボツアー 

    佐世保高専の各学科の研究室や設備の見学会・・コロナウイルス関連で実施なし。 

 

④組込技術コミュニティ（ＮＥＴ－Ｃ研究会） 

毎月１回、第３水曜日を定例日として実施。（主に地域共同テクノセンター） 

    ＷＥＢ（Google Meet）参加も並行して実施。 

4 月 21 日、5月 19 日、6月 16 日、7月 21 日、8月 18 日、9月 15 日、10 月 20 日、 

11 月 17 日、12 月 15 日、1月 19 日、2月 16 日、3月 16 日 

       ４月            8 月           11 月 

 

 

 

 

 

 

 

   ⑤水素エネルギー開発研究会の開催    

      日時：令和 3年 12 月 15 日（水）13:20～15:40（ONLINE 開始 13 時 00 分）  

場所：佐世保高専 ICT5 

参加者：学外者 オンライン参加 8 名 

    学内者 学生 48 名、教職員 8 名 

   中島会長挨拶       山辺講師        松本講師          谷講師 

 

 

 

 

 

 

  

⑥新規研究会の立ち上げの検討の継続 

・ＡＩに関する基礎のセミナー計画の検討もあったが、今年度もコロナウイルス関連で実施 

できなかった。 

 

 

（３）講演会の実施について 

①先進技術や地域企業の事業化に関連した講演会 

    ・水素エネルギー開発に関する講演会 12 月 15 日（水）開催 

    その他、下記については、今年度もコロナウイルス関連で実施なし。 

    ・情報セキュリティに関する講演会（佐世保高専 K-SEC 共催） 

    ・その他、地域企業が求めるセミナー等の開催を検討 
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②佐世保高専 EDGE キャリアセンターの講演会 

＜アントレプレナーサロン＞ Microsoft Teams オンライン会議 

vol.1 6 月 1 日（火）16:30～   

スタートアップサポート株式会社 社長 高本 智徳氏 

      「佐世保高専 OB の 30 歳からの起業。高専生が佐世保で起業して感じたこと。」 

vol.2 11 月 10 日（水）16:30～ （6 月 28 日（月）変更分） 

株式会社シリコンバレーベンチャーズ 取締役社長兼 CEO  森若 幸次郎氏 

    「シリコンバレーから学ぶ企業、就職にも役立つグローバルマインド」 

vol.3 12 月 13 日（月）16:30～ 

    福岡 eスポーツ協会 会長 中島 賢一 氏 

    「e スポーツがインストールされた社会がもたらす新しい価値」 

＜グローバルカフェ＞ Microsoft Teams オンライン会議 

vol.1 5 月 7 日（金）16:30～    

熊本高専情報通信エレクトロニクス工学科 5 年生 三次 伶奈 氏 

「高専リケジョの海外インターンシップとトビタテ留学の話」  

     vol.2 7 月 14 日（水）16:30～ 

      タイ国政府観光庁福岡事務所 マーケティングマネージャー 富松 寛考 氏  

      「微笑みの国タイとタイランド 4.0」 

 

③連携機関との共催、後援での開催 

    ◯産学官イノベーション創出プロジェクト事業（長崎県産業振興財団主催） 

・第 1回産学官金連携サロン 令和 3年 9月 28 日（火）14:00～16:00 

       ①基調講演、②長崎大学研究室等紹介（ラボツアー）オンライン開催 

     ・第 2回産学官金連携サロン 令和 4年 2月 16 日（水）14:00～16:40 

       ①持続可能な生産活動のススメ ②海洋技術開発研究委託事業の成果報告、 

       ③佐世保高専の研究テーマ オンライン開催 

    ◯長崎県新エネルギー産業等プロジェクト推進事業（長崎県産業振興財団主催） 

・第 1回水素事業化研究会 オンライン視察会 令和 3年 10 月 14 日（木）14:00～15:30 

・第 2回水素事業化研究会 オンライン講演会 令和 4年 1月 26 日（水）13:30～15:20 

 

 

Ⅱ．人材育成事業について 

（１）地元企業人材の育成に関すること・・実施なし 

新規人材育成事業の検討及び長崎県・佐世保市への人材育成事業の提案の検討 

 

①佐世保高専と連携した人材育成・・実施なし  

・会員企業の要望に応じた講座 ※制御機器入門講座・リレーシーケンス入門講座等 

・佐世保高専の推進事業に関する講座 ※地域企業対象の情報セキュリティ講座 

・その他の新規講座の開催検討（アンケート調査） 

 

②佐世保工業会と連携した人材育成・・実施なし 

 

③次世代創業者育成プログラム（佐世保市、県立大、国際大、高専との共同研究）への協力 

   令和 3年度佐世保市次世代創業者育成事業成果発表会 

   日時：令和 3年 12 月 11 日（土）10:30～16:25 

   場所：佐世保高専大講義室 ICT5 
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成果発表：長崎県立大学 4 チーム、長崎国際大学 4 チーム、佐世保高専 4 チーム 

開会挨拶     県立大学 B     国際大学 B    佐世保高専 B 講評 

（２）地元学生の育成（企業と学生の交流促進）に関すること

①佐世保高専企業技術セミナー開催

・4年生対象・・各教室でのプレゼン形式（企業紹介 15 分、質疑応答 10 分）

実施日時：令和 3年 11 月 11 日（木）14：10 集合 14:40～16:10 各クラス 3社

実施日時：令和 3年 11 月 17 日（水）10：00 集合 10:30～12:00 各クラス 3社

参加企業：16 社  会長挨拶（控室）          プレゼン

・2年生対象・・各教室でのプレゼン形式（企業紹介 15 分、質疑応答 10 分）

インターンシップの受入れについてはプレゼンの時に説明

実施日時：令和 4年 1月 12 日（水）14：10 集合 14:40～16:10 各クラス 3社

参加企業：10 社    会長挨拶        プレゼン     オンラインプレゼン

②インターンシップへの協力・・・・実施なし

・学生のインターンシップ受入協力について 2年生対象の際にプレゼンの中で依頼。

※参考 例年高専 4年生は全員参加、低学年生の 1Day も推進したい

・佐世保工業会との連携の検討・・実施なし

③見学会の実施・協力・・コロナ感染拡大のため中止

・学生を対象とした企業や県技術センターの見学会

※参考 高専の 2年生：半日、3年生：1泊、4年生：1週間、専攻科 1年生：半日

・NTC 単独での実施および佐世保工業会との連携での実施を検討

④佐世保高専ＥＤＧＥキャリアセンターの活動への連携協力

・学生のアントレプレナーシップ、グローバル化、地域連携、キャリア教育を推進

・長崎県立大学、長崎国際大学のアントレプレナー系の研究室との連携

⑤アイデアコンテスト、ビジネスプランコンテストへの連携協力

・佐世保高専専攻科ゼミ内コンテスト ※令和 3年度新規

・学生支援窓口設置の検討
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・西九州させぼ広域都市圏ビジネスプランコンテスト（主管：佐世保市、ＮＴＣ協賛） 

     12 月 21 日（火）協賛金（10 万円）支出済 

 

  ⑥佐世保高専との連携事業 

   ア．KOSEN EXPO～高専とつながる！高専で見つかる！～の開催（オンライン開催） 

     令和 3年 10 月 20 日（水）13:00～16:25 

令和 3年 10 月 21 日（木）09:20～11:55 

・柳生准教授：10:00-10:25「ジャンボタニシをやっつけろ！工学的防除装置の実用化希望」 

・西口准教授:10:20-10:35「カーボンニュートラル地方活性化ネットワーク」 

・出展依頼：参加企業 13 社（会員企業、佐世保高専関係企業） 

（特設サイト展示 令和 4年 2月 28 日まで） 

 

    イ．高専 GIRLS SDGｓ×Technology Contest「高専女子の技術（ちから）が、未来を変える」 

      令和 4年 1月 22 日（土）13:00～16:45 （高専 GCON2021 オンライン配信） 

      全国４２チームエントリー、本選（成果発表会）12 チーム中 本校２チーム参加 

         ・UNITS チーム、 ・ファインバブル Lab チーム 

       視聴者賞受賞：ファインバブル Lab チーム  

 

    ウ．「2021 年度高専女子フォーラム in 九州・沖縄」 

      令和 4年 3月 25 日（金）13:00～17:00 （幹事校：佐世保高専 オンライン開催） 

      発表企業申込締切：2月 22 日（火）   

       ※会員企業からの出展申込みがあったが、応募多数のため参加できなかった。 

 

 

Ⅲ．情報発信事業について 

（１）会員企業情報の発信に関すること 

①デジタルサイネージシステムを利用した会員企業の紹介 

   ・佐世保高専正面玄関および地域共同テクノセンター入口に設置のモニターで表示 

   ・会員企業へスライドデータの作成を依頼・・7月 30 日締切（書面総会通知に同封） 

     新規登録企業 5 社 修正連絡企業（R2 分変更） 7 社 登録会員数 37 社 

 

 

②U ターン・Iターン検索システムの運用 

   ・佐世保高専卒業生および会員企業への案内の継続 システム利用方法の検討 

   ◯システム利用方法の検討として、佐世保市より提案の「させぼお仕事情報プラザ」を 

利用した佐世保高専卒業生及び会員への追加登録の事項（案）作成 

 

③ホームページ（ＨＰ）の利活用の促進 

・西九州テクノコンソーシアムＨＰ改修の継続 

 

（２）活動情報の発信に関すること 

  ①イベント等の情報発信 

   ・NTC 主催および共催イベント情報についてはメール及び FAX にて連絡 

   ・関係機関からのイベント情報等についてもメールにて連絡 

 

②NTC 事業報告 

・ＨＰへの事業報告書の掲載 

 

（３）その他、新たな情報発信方法の検討 
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Ⅳ．佐世保市中小企業等支援事業について 

（１）令和３年度審査会（コロナ対応型も含む）委託業務の実施 

  ・事前ヒヤリング企業訪問（4社）   5 月 14 日（金）、5月 17 日（月）、5月 19 日（水） 

・審査委員会（4社）         6 月 9 日（水）9:00-12:30（佐世保高専大会議室） 

・中間報告ヒヤリング企業訪問（4社） 11 月 25 日（木） 11 月 26 日（金）、 

・実績報告ヒヤリング企業訪問（4社） 3 月 18 日（金）、3月 23 日（水）、3月 24 日（木） 

 

（２）令和２年度審査会（コロナ対応型）委託業務の継続 

  ・中間報告ヒヤリング企業訪問（2社） 5 月 27 日（木）、7月 20 日（火） 

・実績報告ヒヤリング企業訪問（3 社） 8 月 16 日（月）、11 月 16 日（火）、12 月 22 日（水） 
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■共同研究

件　　数 件 件 件 件 件

受入金額 千円 千円 千円 千円 千円

（　　）は複数年契約の２年目以降の分、かつ金額は当該年度に新たに入金があったもの。内数。

■受託研究

件　　数 件 件 件 件 件

受入金額 千円 千円 千円 千円 千円

■受託事業

件　　数 件 件 件 件 件

受入金額 千円 千円 千円 千円 千円

■寄附金

件　　数 件 件 件 件 件

受入金額 千円 千円 千円 千円 千円

■科学研究費助成事業

件　　数 4 件 11 件 5 件 9 件 5 件 10 件 6 件 10 件 14 件 10 件

直接経費 14,200 千円 11,200 千円 22,800 千円 8,800 千円 9,500 千円 13,500 千円 8,500 千円 9,700 千円 23,410 千円 7,500 千円

間接経費 4,260 千円 3,360 千円 6,840 千円 2,640 千円 2,850 千円 4,050 千円 2,550 千円 2,790 千円 6,600 千円 2,250 千円

■技術相談

件　　数 件 件 件 件 件

32,977

令和3年度

26

令和3年度

3

60,573

令和2年度平成30年度

9,030(1,000)

令和3年度

81

8,635(0）

平成31（令和1）年度

6

17,695

17

9,535

令和3年度

27(7)

15,554(1,950)

平成29年度

平成29年度 平成30年度 平成31（令和1）年度

16(6)19(1)16(3)

令和2年度

22(7)

11,529(2,475)

24

32

平成29年度 平成30年度

2

3,000

2 1 1

5,888 4,980 1,459

23

新規 継続新規 継続

平成29年度 平成30年度 平成31（令和1）年度

7,769(720)

19 24 20

平成29年度 平成30年度 平成31（令和1）年度

平成31（令和1）年度

2,139

1

11,723

平成29年度 平成30年度 平成31（令和1）年度

新規 継続

15,503

令和2年度

19

13,700

令和2年度

0

0

13,719

令和2年度

新規 継続

令和2年度

16

令和3年度

24

令和3年度

新規 継続

１． 研 究 実 績
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■令和3年度【公開講座・一般教養講座】

対　象
受講
者数

担　当 実施日

1 小学５年生～中学１年生 14 物質工学科 7月17日

2 中学生 13 物質工学科 7月22日

3 小学６年生～中学生 13 電子制御工学科 7月22日

4 小学５年生～中学生 15 電気電子工学科 10月2日

5
小学３～６年生とその保護

者
21 基幹教育科 12月5日

6 小学５年生～中学生 19 電気電子工学科 12月18日

7
小学４年生～中学生の女子

児童生徒
14 電気電子工学科 12月19日

8
小学５年生〜中学３年生と

その保護者
8 基幹教育科 1月8日

■令和3年度【出前授業】

担　当 実施日

1 大山　泰史 4月14日

2 大山　泰史 5月14日

3 大山　泰史 5月29日

4 猪原　武士、大島　多美子 7月26日

5 猪原　武士 7月29日

6 坂口　彰浩 7月30日

7 森　保仁、樋口　章礼 7月31日

8 猪原　武士 8月3日

9 森　晴樹 8月4日

10 柳生　義人 8月6日

11 入江　英也 8月7日

12 越村　匡博 8月16日

13
柳生義人、日比野祐介、
梯アーニー、尾﨑ちひろ

8月18日

14 藤井　奈穂子 8月24日

15 渡辺　哲也 11月14日

16 前田　貴信 11月20日

17 柳生 義人 12月5日

18 柳生 義人 12月18日

19 入江　英也 12月18日

20 森　保仁 1月23日

21 西口　廣志 1月30日

22 坂口　彰浩 1月30日

23 牧野　一成 1月30日

24 柳生　義人 1月30日

25 藤井　奈穂子 1月30日

26 大山　泰史 3月23日

講　座　名

気体？液体？固体？不思議な流れを工作・観察しよ
う

Sasebo Challenge Laboratory（SaCLa）

親子おもしろ工作教室「イライラ棒をつくってあそ
ぼう！」

toioで学ぶプログラミング教室

虹色時計反応

対　象活　動　名

チェッカーフラッグを目指せ！～電気自動車の原理
学習と作製およびタイムトライアル～

人工カミナリがつくる新しい技術を体験しよう！

理系女子セミナー もうすぐChristmas♪
「オリジナルネームプレート」と「ミニクリスマス
ツリー」を作ろう！！

祇園中学校男子バスケットボール部　出前授業

佐世保市少年科学館　出前授業

佐世保市少年科学館　出前授業

重尾町子供育成会　出前授業 小学生

祇園中学校男子バスケットボール部　出前授業

日宇中学校男子バスケットボール部　出前授業

中学生

中学生

中学生

小学４～６年生（保護者同伴）

小学生～中学生

佐世保市少年科学館　出前授業

佐世保市少年科学館　出前授業

佐世保市少年科学館　出前授業

鹿町地区コミュニティセンター　出前授業

西海市教育委員会　出前授業

日宇地区コミュニティセンター　出前授業

江迎地区コミュニティセンター　出前授業

大野地区コミュニティセンター　出前授業

針尾地区コミュニティセンター　出前授業

江上地区コミュニティセンター　出前授業

佐世保市少年科学館　出前授業

中里皆瀬地区コミュニティセンター　出前授業

小学生～中学生

小学生

小学３～６年生の親子

小学４～６年生の親子

小中学生

小学生

小学生の親子

小学生～中学生

小学生～中学生

小学生の親子

小学生

小学５～中学３年生

早岐地区コミュニティセンター　出前授業

相浦児童クラブ　出前授業

佐世保市少年科学館　出前授業

佐世保市少年科学館　出前授業

小学３～６年生

小学生～中学生

小学生～中学生

小学生～中学生

小学生～中学生

佐世保市少年科学館　出前授業

佐世保市少年科学館　出前授業

小学生～中学生

高校１～２年生長崎工業高校　出前授業

佐世保市少年科学館　出前授業

小学生～中学生

２． 地 域 交 流 実 績
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■令和3年度【参加・出展・協力事業】

担　当　及び　参加者 実施日

1 中島　寛、城野　祐生 4月22日

2
兼田　一幸、入江　英也、
本　慎一郎、牧野　一成、
坂口　彰浩

7月29日～

3 城野　祐生 8月19日

4 柳生　義人 8月23日～9月17日

5 学生、教職員、NTC会員企業 10月20日～21日

6 専攻科１年生 10月21日

7 NTC会員企業、本科４年生 11月10日、11月17日

8 川崎　仁晴 11月12日～25日

9
城野　祐生、入江　英也、総務企画
係

11月17日

10 柳生　義人 11月24日～26日

11 西口　廣志、総務企画係　他 12月15日

12
坂口　彰浩、長嶋　豊、入江　英也
（EDGEキャリアセンター）、総務企
画係

12月25日～26日

13 NTC会員企業、本科２年生 1月12日

14 堀江　潔、猪原　武士、総務企画係 2月16日

サイエンスファイト

第２回　産学官金連携サロン

大学、官公庁、企業

大学、官公庁、企業

大学、企業

高専、企業

本校学生

本校学生

本校学生

幼児から一般

対　象

大学、官公庁、企業

大学、官公庁、企業

大学、官公庁、企業

高専、企業

大学、官公庁、企業

KOSEN EXPO～高専とつながる！高専で見つかる！～

日本弁理士会高専学生向け知的財産セミナー

企業技術セミナー

第６回しんきん合同商談会

アグリビジネス創出フェア

水素エネルギー開発研究会

ながさきICTフェア2021

低学年向け企業技術セミナー

大学、官公庁、企業

佐世保工業会　定期総会・交流会

佐世保地域経済活性化推進協議会/
ワーキンググループ

第１回佐世保市産業支援センター運営委員会

 イノベーション・ジャパン2020（大学見本市Online）

活　動　名
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４ 産学官連携制度 



４．産学官連携制度 

（１）共同研究 

民間等（民間企業、地方公共団体、独立行政法人、特殊法人等）の研究者が、高専の教員と共通の課

題について、対等の立場で共同して研究を行います。

【申込方法等】 

「共同研究申請書」に所要事項をご記入の上、担当教員を経由して総務課企画係に提出してください。

本校で申請書の内容を審査し、受入れを決定した場合は、「共同研究承諾書」を送付します。

その後、双方協議の上、共同研究契約を締結します。

本校が指定する銀行口座に研究費を振り込んでいただくと、研究が開始されます。

【税法上の優遇措置】 

◆特別試験研究費税額控除制度

企業等が支出した試験研究費の一定割合が、法人税から控除されます。

（２）受託研究 

 民間等（民間企業、地方公共団体、独立行政法人、特殊法人等）から委託を受けて高専の教員が研究

を実施し、その成果を委託者に報告を行います。民間等からの研究者の派遣は必要ありません。

【申込方法等】 

「受託研究申込書」に所要事項をご記入の上、担当教員を経由して総務課総務企画係に提出してくだ

さい。

本校で申込書の内容を審査し、受入れを決定した場合は、「受託研究受入決定通知書」を送付します。 
その後、双方協議の上、受託研究契約を締結します。

本校が指定する銀行口座に研究費を振り込んでいただくと、研究が開始されます。

【税法上の優遇措置】 

◆特別試験研究費税額控除制度

企業等が支出した試験研究費の一定割合が、法人税から控除されます。

（３）寄附金 

 民間等や個人から教育研究の奨励を目的として受け入れる寄附金の制度です。高専の学術研究や教育

の充実・発展に大きく寄与しています。  

【申込方法等】 

「寄附金申込書」に所要事項をご記入の上、総務課企画係に提出してください。 

本校で申請書の内容を審査し、受入れを決定した場合は、「寄附金受入通知書」を送付しますので、本

校が指定する銀行口座へお振込みをお願いします。
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【税法上の優遇措置】 

①所得税の優遇措置 

 所得税法上の寄附金控除の対象となる特定寄附金（所得税法第78条第２項第２号）及び法人税 

法上の全額損金算入を認められる指定寄附金（法人税法第 37 条第３項第２号）として財務大臣 

から指定されています。 

◆個人の場合

[その年に支出した特定寄附金の額の合計額] ― ［２千円 ］＝［寄附金控除額］

※特定寄附金の額の合計額は総所得額金額等の40％相当額が限度です。

◆法人等の場合

全額損金算入

②個人住民税の優遇措置 

 都道府県、市町村の条例で本校が寄附金税額控除の対象とされている場合、所得税の寄附金控 

除に加えて、住民税の控除が受けられます。詳しくは、お住まいの各市区町村にお問い合わせく 

ださい。 

（４）技術相談 

 本校には、各学科で教員が教育と研究に携わっており、さまざまな分野で企業からの技術相談に応じ

る体制を整えております。 

 企業の現場などで解決を迫られている技術的問題や疑問を解決するために、お手伝いできることも多

いと思いますので、お気軽にご相談ください。  

【申込方法等】 

「技術相談申込書」に、相談内容をできるだけ具体的にご記入の上、総務課総務企画係へ提出して

ください。本校で申込書の内容を審査し、受入れを決定した場合は、「技術相談受入決定通知書」を

送付します。 

 なお、お申し込みいただいた相談内容について、お答えできる相談員が本校にいない場合は相談

に応じられませんので、ご了承ください。 

【経費の負担】 

初回の技術相談は無料ですが、２回目（続き）の技術相談から有料（前納）となります。 

西九州テクノコンソーシアム会員 及び 共同研究・受託研究を行う場合は無料です。

（５）お問い合わせ先及び申請書提出先 

〒８５７－１１９３ 

佐世保市沖新町１－１ 

佐世保工業高等専門学校 総務課総務企画係 

TEL ０９５６－３４－８４１５ FAX ０９５６－３４－８４１６ 

E-mail：kikaku@sasebo.ac.jp 

※産学官連携制度に関する詳細は以下のURLよりご確認ください

URL https://www.sasebo.ac.jp/sangakukanrenkei_chiikikouken/sangakukanrenkei/sangaku-renkei 

産学官連携制度
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別記様式第１号 

  年 月  日 

佐世保工業高等専門学校長 殿 

住  所 

名  称  

代表者名 

共 同 研 究 申 請 書 

  下記のとおり，共同研究を申込みます。 

記 

1 研究題目 

2 研究目的及び内容 

3 研究期間 年  月  日 ～     年  月  日 

4 研究実施希望場所 

5 研究に要する経費の負

担額(消費税及び地方消費

税含む。) 

年 度 年度 年度 年度 計 

直 接 経 費 円 円 円 円 

間 接 経 費 円 円 円 円 

研究指導料 円 円 円 円 

合 計 円 円 円 円 

6 申請者の研究担当者 

所 属 職 名 氏 名 本研究における役割分担 

7 希望する高専の研究 

 担当者 

所 属 職 名 氏 名 本研究における役割分担 

8 提供設備等 

（名称・規格・数量） 

9 主な事業内容 

10 事務担当者連絡先 

所 属： 

氏 名： 

TEl(  ) -   、FAX(  ) -   、e-mail @ 

11 その他 
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別記様式第１号 

受 託 研 究 申 込 書

  年  月  日 

  佐世保工業高等専門学校長 殿 

  申請者 住 所 

 名 称 

 代表者氏名 

佐世保工業高等専門学校受託研究実施規則を遵守のうえ、下記のとおり受託研究を申込みます。 

記 

１．研究題目 

２．研究目的 

３．研究内容 

４．研究方法 

５．研究経費 円（消費税額及び地方消費税額を含む） 

  （うち直接経費 円） 

（うち間接経費 円） 

（うち受託料 円） 

６．希望する研究完了期限   年  月  日 

７．希望する研究担当者 

８．研究用資材、器具等の提供の有無（品名、数量、提供の時期を記入のこと） 

９．その他 
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別紙様式第１号

 年  月  日 

佐世保工業高等専門学校長 殿 

（寄附者）住 所 

氏 名 

  連絡先 

寄 附 金 申 込 書 

このことについて，下記のとおり寄附します。 

なお、当該寄附金の一部を国立高等専門学校の教育研究の発展充実のため、必要な経

費として使用することに同意します。

記

寄附金額 円 

寄附の目的 

寄附の種別 
□修学支援事業基金，□研究支援事業基金，□周年事業基金，

□その他（ ） 

寄附の条件 

研究担当職員 
所 属： 

氏 名： 

その他（使用期

間，内訳） 

※ 研究担当者の異動に伴う寄附金の移し換えの事務手続きは，国立高等専門学校機構に

委任します。 

※ 委託研究には該当いたしません。

※ 反社会的勢力と認められる個人・法人・団体または国立高等専門学校機構が教育研究

上、支障があると認める個人・法人・団体ではありません。 
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別記様式第１号（第２条関係）

年 月 日

技術相談申込書

佐世保工業高等専門学校長 殿

下記のとおり技術相談を申込みます。

記

申

込

者

企業名等

役 職

氏 名

住 所

電 話

E-mail 

担当教職員の希望
□ 有  （担当教職員名： ） 

□ 無

期間・時間数   年   月 日 ～    年   月 日 ・   時間 

相談分野

相談内容

具体的にご記入ください。

次の事項について、ご確認の上、同意いただける場合は、レをご記入願います。

秘 密 保 持

□ 技術相談の経過において、担当教職員よりノウハウ等の提供を受けた場合、秘密保持

契約を締結することに同意する。

※同意いただけない場合、技術相談を実施することができないことがあります。

知的財産の取扱い

□ 技術相談の経過又は結果、担当教職員の寄与により知的財産が生じた場合、当校へ書面

にて通知することに同意する。

※同意いただけない場合、技術相談を実施することができないことがあります。
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５ 研究機器 



万能試験機　島津UH-500kNX

試験荷重は最大500kNまで負荷できる。つかみ部は丸棒と
板状の両方ができ、丸棒は直径40mm、板材の板厚は40mmま
で可能。試験片にGL=25mmの伸び計を取り付け、標線間距
離の伸びを測定でき、リアルタイムで応力-ひずみ曲線を
描くことが出来る。また得られたデータはUSBを用いて取
り出しができる。引張試験だけでなく、疲労試験、曲げ試
験、圧縮試験、コンクリート試験も実施できる。負荷パ
ターンは任意に作成し、試験を実施することもできる。

ＣＮＣ全自動歯車測定機

本機はコンピュータ数値制御による触針式の歯車測定機で
ある。モジュール0。5～12のインボリュート歯形をもつ外
径350㎜までの各種円筒歯車の形状精度すなわち歯形・歯
すじ・ピッチ・偏心そして歯切り工具であるホブの精度を
短時間で全自動測定し、結果を処理して誤差線図とともに
数値で出力することができるものである。Windowsに対応
した解析装置を有しているため、測定データの解析および
結果の保存が効率よく迅速に可能である。得られたデータ
はWindowsパソコンにより処理することができる。

レーザマイクロスコープ Keyence VK-X200

レーザによって精密な表面形状や粗さ、透明体膜厚の非接
触計測が可能。また、被写界深度が深い観察画像（カラー
３次元画像）の作成ができる。更に、自動ステージによっ
て観察データを連結する機能を有しており、広範囲の計測
や観察画像の作成が可能。（レーザ波長：408nm、高さ測
定分解能：0.5nm、ピンホール共焦点方式）
写真は、レーザ顕微鏡本体外観とガラスにできた溝の観察
の事例を示す。

３元スパッタリング装置

薄膜の材料となるターゲット表面の原子や分子などを気化
（昇華）させるスパッタリング現象を利用し、薄膜を製作
することができる装置である。殆ど、すべてのバルク状物
質の薄膜化が可能であるとともに、形成された膜と基板と
の密着性が良く、ターゲットと形成膜との組成のズレが少
ない等の特徴がある。本装置は、RF電源（300W）、DC電源

（600W）、ヒーター（300oC）を具備し、3種類のターゲッ
トを取り付けることができるので異なる3種類の薄膜を積

層することや様々な形状のもの（～3cm2）へ均一にコー
ティングすることが可能である。
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高精度微細形状測定機

スタイラス（触針）を用いて測定試料表面を一定の測定力
でなぞりながら、試料表面の微細形状、ナノメートルオー
ダーの段差や粗さを高精度かつ全自動で測定できる装置で
ある。一般にはFPD基板、ウエハー、ハードディスク等の
測定に用いられる。測定可能な試料サイズは210mm×210mm
で2kg未満のもの、最高分解能は縦（z）0.1nm、横（x）
0.01μm、測定力は最小0.5μNと軟質試料面の測定ができ
る。また、三次元粗さ測定機能が付いており、ステップ移
動量1μmの微細形状測定や鳥瞰図の作成等が可能である。

高電圧発生装置

高電圧発生装置は、最大で300,000ボルトのインパルス電
圧を発生することができる装置である。交流/直流の耐電
圧試験や落雷時の電圧・電流・電磁波が電子機器に与える
影響の調査などに利用される。

Ｘ線回折装置

X線回折装置（X-ray diffractometer：XRD）は、材料の構
造解析や結晶相の同定、格子定数の測定、残留応力の測定
などを行う測定器である。有機・無機材料から高分子材
料、タンパク質まで幅広く測定することができる。本装置
は、粉末試料の他にも、X線を浅い角度で入射し基板上に
蒸着したナノメートルオーダーの薄膜試料についても測定
が可能。また、データベース（ICCD、日本結晶学会など）
を備えた解析ソフトがインストールされているので、測定
試料を構成する結晶質物質の同定や結晶子サイズの計算等
ができる。

原子間力顕微鏡

原子間力顕微鏡（Atomic Force Microscope：AFM）は、
様々な試料表面の凸凹を画像として観測できる。常温常圧
環境下で使用できるため、絶縁性試料から生体試料まで幅
広く使用することができる。試料表面と探針に働く原子間
力を測定するため、高い3次元分解機能を有し、表面の硬

さ分布なども測定可能。測定可能な試料サイズは10mm×
10mm×3tmmで、ナノメートルサイズの走査範囲（視野）を
持つ表面像を観察することができる。また、取得した画像
に対し、表面粗さ解析、粒子解析（2値化、粒子カウン

ト、面積）、3次元表示など様々な画像解析機能が付いて
いる。
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組込システム開発用のマイコンボード数種
および各種センサ

組込みシステムを開発するために必要な各種マイコンボー
ドおよびセンサ類、モータなどの制御対象を準備、マイコ
ンのプログラム練習からちょっとした計測・制御システム
の試作ができる。
◯試作用マイコンボード（CPU：ルネサスH8/3694、
SH7125、Arduino、mbed（ARM core-m3）他）
◯各種センサ　温度、湿度、照度、光などの外界センサ、
加速度、角速度（ジャイロセンサ）、方位などの内角セン
サ、ロータリエンコーダ他
◯モータドライバ、RCサーボモータ他

顕微フーリエ変換赤外分光装置（顕微FT-IR）

全反射法または透過法により、主に有機物質（ＩＲ活性物
質）の赤外吸収スペクトルにより、定性的および定量的に
物質を調査することが可能である。また、全反射法におい
てプリズムをZnSe、Ge等と使い分けることにより固体の厚
み方向での分布状態の違いを観測することも出来る。更
に、これらの通常測定の他に、最小１０μm四方のレベル
でのスペクトル測定が可能で、固体表面における有機物質
の同定および定量が可能で、その表面における物質の分布
状態をマッピング処理により定量的に調べることが可能で
ある。

熱分析装置（TG/DTA、DSC）

化学物質（有機物質、無機物質）の様々な熱的および機械
的特性の分析に用いることが出来る。
①ＴＧ/ＤＴＡ（熱重量分析および示唆熱分析装置）で
は、熱分解過程、転移過程、分解反応過程の解析等が可能
である。
②ＤＳＣ（示唆走査熱量分析装置）では、転移過程におけ
る熱量の把握、物質の純度検定等が可能である。

核磁気共鳴装置（NMR）

核磁気共鳴(NMR)スペクトル法は、有機化合物の同定にお
いて、中心的存在をなす分析方法である。その応用範囲は
広く、すべての有機物、多くの無機物、アミノ酸・ペプチ
ドなどの生体物質から高分子まで測定が行われ、化合物の
同定に用いられる。測定に用いたサンプルは測定後は回収
でき、超微量しか得られない化合物についても無駄なく測
定できる。有機、無機、生体化合物のいずれの研究を行う
場合にも必要な分析装置である。また、溶液状態の測定だ
けでなく、固体状態での測定が可能なため、高分子化合
物、無機化合物などの材料評価にも応用できる。
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放電プラズマ焼結装置（SPS装置）

簡易型のSPS（放電プラズマ焼結）装置。通電加熱しなが
ら加圧焼結させるもので、本装置はダイス（焼結型）を
「ホット・ウォール」と呼ばれるヒーターで覆った状態で
通電加熱させるため、試料に効率的にエネルギーが伝えら
れる。SPS法は一般的な焼結法に比べ、低温・短時間で合
成可能なので省エネルギー化が期待される一方、通常法で
は得られない化合物や物性が期待される。また、本装置は
通常のSPS装置と比べ操作が簡便であるため、試験的試料
の合成に有用である。現有のダイス（試料）サイズは10mm
φと20mmφ。別途30mmφもある。

レーザー回折式粒度分布測定装置

微小な粒子の粒子径、粒度分布の測定、凝集分散性の評価
に用いられる。
レーザー回折式粒度分布測定装置（島津SALD-7500nano）
は測定範囲7nm～800μmの粒子のサイズや状態変化を、単
一光源、単一光学系および単一の測定原理で、切れ目なく
連続的に測定可能である。一次粒子から凝集体、コンタミ
までを一台の装置で測定できるので、分散条件などによる
凝集特性を幅広い範囲で確認できる。また、最短１秒間隔
での連続測定が可能であり、微粒子の状態変化を追跡でき
る。

高速液体クロマトグラフ質量分析計（LC-MS）

液体状態の試料（無機イオン・有機化合物など）の定性・
定量分析および質量分析などに用いられる。
クロマトグラフは、デガッサー、送液ポンプ（4液まで対
応可能）、オートインジェクター（バイアル100本以
上）、カラムオーブン、紫外光（UV）検出器を有してい
る。また、質量分析計は、エレクトロスプレーイオン化法
（ESI）と大気圧化学イオン化法（APCI）が可能で、計測
可能な質量範囲がm/z 10～1500以上である。

ガスクロマトグラフ質量分析計（GC-MS）

気化しやすい有機化合物の質量分析を行い、化合物の同
定・定量に用いられる。
イオン化法はEI法で測定可能な質量範囲はm/z 1.6～1050
以上で、イオン源温度は150℃～300℃より広い範囲であ
る。150本以上の試料瓶を処理可能なオートサンプラーを
有している。直接導入法を行うことが出来、ガスクロマト
グラフでの分離を一切せず、直接質量を測定することが可
能である。また、20万件以上のスペクトルが登録されてい
るNISTライブラリを有しており、分析化合物の同定が可能
であり構造式情報も得ることが出来る。
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走査型プローブ顕微鏡（SPM）

走査型プローブ型顕微鏡は分子が並んでいる姿を直接観察
できる装置である。本装置は先端が鋭く尖った極微細な針
で、測定対象物をたどり、ナノサイズ（ナノは１ミリの
100万分の１）、すなわち原子・分子の存在を描き出す形
状観察を行える。また、針の先端と対象物の間に働く様々
な物理量を検出できるため、金属、半導体、有機物など各
種材料の特性解析測定も行える。そのため、原子・分子を
対象とした化学分野での使用にとどまらず、金属材料、セ
ラミックス、半導体エレクトロニクス、バイオなど幅広い
分野で使用できる形状観察・解析装置である。

Ｘ線回折装置（XRD）

結晶の構造解析・定量分析に用いられる｡通常のX線回折で
は物質の同定及び格子定数の測定が行え､小角X線散乱の測
定を行うことで表面分析が､高温X線回折で物質の温度上昇
に伴う構造変化に関する知見が得られる｡一般的な測定範
囲 2θ=10°～80°だけでなく､0.1°～10°までの低角度
の高感度測定を行うことでメゾポーラス物質の空孔の規則
性に関する知見等ミクロ構造の解析が可能である｡また､X
線回折データベースも保有しており､測定ピークと比較､
リートベルト解析なども行うことができる｡測定は結晶に
限られるが､形状(粉末・固体・薄膜)は問わない｡

卓上電子顕微鏡（SEM、簡易TEM）

電子顕微鏡には走査型電子顕微鏡（SEM）と透過電子顕微
鏡（TEM）がある。SEMは試料の表面構造の観察、TEMは試
料の内部構造の観察を、それぞれ得意とする装置である。
本装置のSEMは、帯電現象を抑える「帯電軽減モード」が
あり、帯電しやすい絶縁物試料でも前処理なしでそのまま
の状態で、帯電を抑えて観察可能である。また、専用ホル
ダーと高感度低真空二次電子検出器を組み合わせて使用す
ることで、簡易的な透過電子像が観察可能である。

30



技術シーズ集 



学科等名 氏名 職名 専門分野 頁

中島賢治
学科長
教授

流体工学、粉体工学、混相流工学 35

中浦茂樹 教授 制御工学、制御理論、ロボット工学 35

森川浩次 教授 機械工作、機械要素設計 36

森田英俊 教授 機械振動、自励振動、パターン形成、レーザ加工、熱応力加工 36

福田孝之 特命教授 材料強度、機械設計 37

西口廣志 准教授 材料強度学 37

松山史憲 准教授 熱流動工学、混相流 38

西山健太朗 講師 薄膜材料、ソフト溶液プロセス 38

石橋　真 助教 機械設計・製図 39

川崎仁晴
学科長
教授

プラズマ理工学 39

寺村正広 教授 電子工学、情報工学 40

三橋和彦 教授 顕微鏡イメージング、動画像処理、生物物理学 40

猪原武士 准教授 放電プラズマ工学、高電圧パルスパワー工学 41

大島多美子 准教授 薄膜工学、プラズマプロセス工学 41

下尾浩正 准教授 総合領域分野・情報学分科（計算機システム） 42

高比良秀彰 准教授 画像処理、認識工学、IT全般 42

柳生義人 准教授 プラズマ工学、害虫管理 43

佐竹卓彦 助教 プラズマ科学、福祉工学、教育工学 43

日比野祐介 助教 電気電子材料工学 44

嶋田英樹
学科長
教授

電磁界解析 44

兼田一幸 教授 情報通信工学、通信工学 45

川下智幸 教授 サーボ制御、精密モーションコントロール 45

坂口彰浩 教授 制御工学 46

志久　修 教授 画像処理、パターン認識 46

前田貴信 教授 電気工学、制御工学、情報処理、自動計測 47

佐藤直之 准教授 人工知能、機械学習 47

手島裕詞 准教授 コンピュータグラフィックス 48

濵田裕康 准教授 数学 48

佐当百合野 講師 コンピュータネットワーク 49

松田朝陽 助教 画像計測、パタン認識 49

機
械
工
学
科

（
　
　
名

）

電
子
制
御
工
学
科

（
　
　
名

）

電
気
電
子
工
学
科

（
　
　
名

）

研 究 者 名 簿

9

10

11
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学科等名 氏名 職名 専門分野 頁

城野祐生
学科長
教授

化学工学、粉体工学、混相流工学、数値計算工学 50

長田秀夫 教授 触媒化学、物理化学 50

平山俊一 教授 有機合成化学 51

山崎隆志 教授 応用微生物学 51

渡辺哲也 教授 無機材料化学、エネルギー変換材料 52

越村匡博 准教授 生物有機化学、海洋天然物化学 52

田中泰彦 准教授 電気化学、分光電気化学、分析化学、機器分析 53

村山智子 准教授 細胞・遺伝子工学、 植物組織培養学 53

森山幸祐 講師 生物化学工学 54

嘉悦勝博 助教 高分子材料 54

堀江 　潔
学科長
教授

日本古代史 55

堂平良一 教授 微分幾何学 55

本慎一郎 教授 地域経済学、金融学 56

森　保仁 教授 物理教育、理科教育、衝撃波工学 56

森下浩二 教授 英語教育学 57

吉塚一典 教授 コーチング、運動生理学 57

中村真一 特任教授 偏微分方程式論 58

松尾秀樹 特任教授 英語教育（英語教材分析・開発論） 58

田﨑弘章 嘱託教授 日本近代文学、日本語表現法 59

入江英也 准教授 農業IoT、データマイニング、AI、SOM 59

上田真梨子 准教授 英語教育 60

大里浩文 准教授 英語教育 60

大坪　舞 准教授 日本中世文学 61

大山泰史 准教授 コーチング、体育科教育 61

前田隆二 准教授 医療経済学 62

眞部広紀 准教授 数学 62

三ツ廣孝 准教授 代数学（２次体の整数論）、応用数学（組合せ論、グラフ理論） 63

横山温和 准教授 生物無機化学、錯体化学 63

大浦龍二 講師 情報数学 64

尾﨑ちひろ 講師 英語教育、応用言語学 64
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名

）
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工
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科
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名

）
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AI 59 ケ 計測システム 47

C*環 48 ゲームAI 47

CBN砥粒 45 原形質流動 40

e-AT 43 言語産出モード 64

PLD 41 研削工具 46

SOM 59 原爆文学 59

ア 足場材料 54 コ 工学的防除 43

誤り訂正技術 49 抗菌性物質 53

誤り訂正符号 45 高原子価金属オキソ錯体 63

アロマテラピー 53 合成作用素 48

イ 壱岐 55 酵素触媒 54

一酸化窒素 63 高電圧パルスパワー 41

遺伝子組換え 53 高度不飽和脂肪酸 51

移動体のセンシング・環境地図 62 高分子材料 54

医用画像解析 64 高分子ハイドロゲル 54

医療経済学 62 コーチング 61

インバウンド 55 鼓膜温 57

ウ ウェーブレット解析 64 混相流 35 38 50

エ 英語教材研究・開発 58 コンピュータグラフィックス 48

英語ディベート 60 サ サーボ制御 45

エゴマ 53 材料工学 44

オ 音読指導 60 酸化反応 63

カ カーボンナノチューブ 53 三次元モデル 55

開環重合 51 酸触媒 50

階段 37 シ 実験教材の開発 56

海洋信仰 55 写真測量 55

海洋微生物 51 ジャンボタニシ 43

学習者コーパス 64 情景画像 46

画像計測 49 触媒反応 63

画像処理 42 45 46 48 植物工場 53

カビ 52 植物組織培養 53

カロテノイド 51 自励振動 36

環境応用 41 人工知能 40

キ 機械学習 47 振動モード 36

機械設計・製図 39 診療報酬制度 62

幾何学 62 ス 水素ぜい化 37

技術者教育 59 数値解析 35

機能性食品 53 数値シミュレーション 50

逆問題 58 ステロイド化合物 52

教科教育 61 ストラテジーラーニング 57

金属酸化物薄膜の電気化学的形成 38 スパッタリング 41

近代化遺産 55 スピーチコミュニケーション 60

ク 組込みシステム 47 セ 脆性材料 36

グラフィックスライブラリ 42 生体材料 54

グラフ理論 63 生体触媒 52

軍港 55 性能指数 52

研究内容キーワード 頁 研究内容キーワード 頁
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ト

研究内容キーワード表
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セ 生物 49 ハ ハードウェア 42

ゼーベック係数 52 ハードコート 54

ゼロダイナミクス 35 破壊解析 37

戦争遺跡 55 薄膜 39 41 43

ソ 増感型熱発電 52 歯車 36

測地線 55 バスケットボール 61

タ 対称空間 55 パターン形成 36

ダイヤモンド砥粒 45 46 パタン認識 49

探索 47 パッチクランプ法 54

炭素繊維 51 ハミルトン閉路 63

チ 地域活性化 55 ハロゲン含有有機化合物 50

長距離走 57 半導体 44

ツ 通信方式 45 判別 40

対馬 55 ヒ 微細藻類 52

テ ディープラーニング 40 非線形制御理論 35

データマイニング 59 引張特性 37

手すり 37 ビデオ顕微鏡 40

電解研磨 38 評価法 57

電気めっき 38 表面処理 36

電磁界解析 44 疲労特性 37

電子回路 40 フ ファインバブル 50 53

電子透かし 64 負荷能力 36

電析 38 物理教育 56

ト トイレ 37 部分多様体 55

動画像解析 40 プラスチック 36

統語的複雑さ 64 プラズマ 39 43

動作補助 37 プラズマ応用 43

等質リーマン多様体 55 プラズマプルーム 41

動的分子挙動 53 プラズマ滅菌・殺菌 43

特別支援教育 58 プログラミング 42

トランスポートプロトコル 49 文化財活用 55

砥粒加工 45 分子配向制御 53

ドローン 55 粉体 50

ナ ナノクラスタ 39 ヘ 閉鎖空間 62

ナフトオキサジン 51 ヘテロポリ酸 63

ニ 二次元層状物質 44 ペルシャ絨毯 40

日本近代文学 59 偏微分方程式 58

ニューラルネットワーク 40 42 ホ 防衛体制 55

ニューラル比較器 42 放線菌 52

ネ 熱応力加工 36 放電プラズマ 41

熱処理 36 北部九州 55

熱中症 57 ポルフィリン錯体 63

熱電変換 52 マ マイクロバブル 38 53

ノ 農業IoT 59 マイクロリアクタ 50

ノンホロノミックシステム 35 前段階活動 60

マッピング 62

研究内容キーワード 頁 研究内容キーワード 頁

研究内容キーワード表
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ミ 味覚の電気生理学 54

ム 無温度差発電 52

モ モーフィング 48

文字抽出 46

文字認識 46

モルフォロジー 48

ヤ 山城 55

ユ 有限要素法 44

ユニバーサルデザイン 37

ラ ラビリンチュラ 51

リ 理科教育 56

リテンション能力 60

離島振興 55

流体 35

流動層 50

レ レーザアブレーション 41

レーザ加工 36

歴史文化観光資源 55

劣駆動システム 35

ロ ロボット 47

頁研究内容キーワード 頁 研究内容キーワード

研究内容キーワード表
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西九州テクノコンソーシアム（NTC）について 



西九州テクノコンソーシアム
　「西九州テクノコンソーシアム」が平成18年4月に設立され、佐世保市をはじめとした長崎県及び佐賀県における、
佐世保工業高等専門学校を中心とする産学官民の連携・交流活動を通じて、地域の科学技術の振興と技術系人材の育成
を図り、文化の発展に寄与することを目的に活動している。 

■□⻄九州テクノコンソーシアム事務局□■
　　　　【ホームページ】 http://www.ntc.gr.jp/ 
　　　　【TEL / FAX】 0956-34-1570

総会産 学

官

民

法人会員
佐世保異業種交流協会

長崎県中小企業団体中央会

長崎県

佐世保市
（公財）長崎県産業振興財団

佐世保商工会議所

長崎県工業技術センター

長崎県窯業技術センター
個 人

佐世保工業高等専門学校

長崎大学

長崎県立大学

長崎国際大学

長崎総合科学大学

佐世保高等技術専門校

ポリテクセンター佐世保

西九州テクノコンソーシアム

体制・組織
◇会員制、緩やかな連携組織

会長

理事会

企画委員会 事務所

情
報
発
信
Ｗ
Ｇ

技
術
交
流
・

人
材
育
成
Ｗ
Ｇ

民

ビジョンの策定
（地域の特性・強み→技術・産業・社会）

事業企画
官学

産人材

技術 設備

資金

技術交流会

技術相談・指導

講演会・展示会

共同研究

技術開発支援

新事業支援

地域学生教育
（インターンシップ等）

企業人材教育

科学技術教育
（小中学校出前授業等）

一般教養講座

先端技術普及

技術ｼｰｽﾞ育成

新技術・新事業

展開

中核的人材育成

スキル向上

早期理科教育

文化・モラル向上

技術振興 人材育成

地域産業の活性化、人材確保、教育・文化振興

事業内容

事業

基盤

事業

内容

事業評価事業実施
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https://www.sasebo.ac.jphttps://www.sasebo.ac.jphttps://www.sasebo.ac.jphttps://www.sasebo.ac.jp

0956-34-8415（総務課総務企画係）
0956-34-8416（総務課総務企画係）

令和4年12月
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